
●�

人
道
的
危
機
に
お
け
る
文
化
と

情
報
の
救
済

　

現
在
、
人
道
的
危
機
へ
の
対
応
は
、

一
般
に
短
期
的
か
つ
即
時
的
な
性
格
の

活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
や

紛
争
時
に
お
い
て
は
多
く
の
危
機
管
理

機
関
が
迅
速
な
人
命
救
助
を
優
先
し
、

よ
り
広
範
な
問
題
へ
の
対
処
は
後
回
し

に
な
る
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
よ
り

広
範
な
社
会
的
・
文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
救
援
活
動
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
被
災
地
の
社
会
構

造
や
制
度
に
も
目
を
向
け
た
長
期
的
な

視
野
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

危
機
的
事
態
は
、
自
己
認
識
、
社
会

的
立
場
、
地
域
社
会
の
団
結
な
ど
、
有

形
、
無
形
を
問
わ
ず
人
の
生
活
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
影
響
を
与
え
て
い

く
。（C

h
ro

n
is e

t. a
l. 2

0
1
1
, 

3
5

2
; F

re
rk

s
 &

 G
o

ld
e
w

ijk 

2
0
1
1

）。
さ
ら
に
危
機
的
事
態
は
、
経

済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
生
活
の
再
生

を
難
し
く
す
る
障
害
と
も
な
る

（H
agar 2

0
1
0
, 1

0

）。
こ
う
し
た
理

由
か
ら
、
社
会
的
・
文
化
的
な
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
を
視
野
に
入
れ
、
よ
り
持
続
的

な
解
決
策
の
提
供
、
脆
弱
性
の
解
消
、

回
復
力
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
不

可

欠

と

な

る
（F

rerks 2
0
1
1
, 

3
8
4
-3

8
5
; F

rerks &
 G

o
ld

ew
ijk 

2
0
1
1

）。

　

ま
た
、
文
化
的
・
構
造
的
な
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
に
対
す
る
視
点
に
加
え
て
、
紛

争
や
災
害
は
多
次
元
的
な
現
象
で
あ
る

と
い
う
事
実
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
と
は
「
物

理
的
か
つ
社
会
的
な
出
来
事
と
プ
ロ
セ

ス
で
あ
り
、
様
々
な
集
団
や
個
人
が

各
々
社
会
的
に
異
な
る
形
で
関
わ
っ
て

い
た
り
、影
響
を
受
け
た
り
す
る
た
め
、

ひ
と
つ
の
現
象
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

も
多
様
な
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く

多
次
元
的
な
現
象
（O

liver-S
m

ith
 

2
0
0
1
; L

iu
 et. al. 2

0
0
9

」
と
し
て

捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。C

h
ro

n
is

（C
h
ron

is 2
011, 3

5
2
; F

rerks &
 

G
old

ew
ijk 2

011

）
に
よ
れ
ば
、
災

害
の
持
つ
こ
の
特
性
ゆ
え
に
、
緊
急
援

助
に
は
多
角
的
な
視
点
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
物
質
的
な
支
援
（
避
難
所
、

医
薬
品
、
食
糧
の
配
布
な
ど
）
に
重
き

を
置
き
、
物
理
的
、
経
済
的
、
社
会
的

脆
弱
性
に
ば
か
り
焦
点
を
当
て
た
現
在

の
緊
急
支
援
対
策
に
加
え
て
、
非
物
質

的
な
支
援
の
必
要
性
を
念
頭
に
置
い
た

補
完
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

被
災
し
た
地
域
社
会
が
文
化
の
脆
弱

性
に
気
づ
く
の
は
、
そ
こ
で
必
要
最
低

限
だ
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
奪
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
た
め
ま
ず
、

文
化
と
は
何
か
を
正
確
に
定
義
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
文
化
的
危
機

の
専
門
家F

rerks
は
、文
化
と
は
知
識
、

信
念
、
芸
術
、
道
徳
、
法
律
、
慣
習
、

お
よ
び
そ
の
他
の
能
力
と
社
会
の
一
員

と
し
て
身
に
つ
け
た
習
慣
の
す
べ
て
を

包
括
し
た
全
体
像
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
（F

rerks 2
0
1
1
, 3

7
6
; F

rerks 

&
 G

old
ew

ijk 2
0
1
1

）。
ま
た
、
広

義
の
文
化
に
は
物
質
的
な
側
面
と
非
物

質
的
な
側
面
が
あ
り
、
地
域
社
会
の
持

つ
意
味
体
系
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、

人
間
関
係
、
慣
習
を
形
成
す
る
核
と
な

る
（C

h
ron

is et. al. 2
0
1
1
, 3

4
8
-

3
4
9
; F

rerks 2
0
1
1
, 3

7
6
-3

7
7
; 

F
rerks &

 G
old

ew
ijk 2

0
1
1

）。

　

何
よ
り
も
、
文
化
と
は
人
間
の
基
本

的
欲
求
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
自
然

現
象
で
あ
れ
、
紛
争
に
よ
る
も
の
で
あ

れ
、
ひ
と
た
び
災
害
が
起
き
れ
ば
、
そ

こ
に
あ
る
文
化
は
損
傷
を
受
け
る
。
救

援
活
動
に
お
い
て
文
化
の
再
生
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
、
被
災
者
に
対
す
る
癒

し
と
な
り
、
回
復
力
や
自
信
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
緊
急
事

態
の
渦
中
に
あ
る
人
々
の
精
神
的
サ
バ

イ
バ
ル
を
支
援
す
る
上
で
、
文
化
の
重

要
性
を
認
識
し
て
保
全
を
は
か
る
活
動

が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活

動
に
よ
り
、
悲
惨
な
災
害
を
体
験
し
た

人
々
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
取
り
戻
し
、
正
常
な
暮
ら
し
が
続
い

て
い
く
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
（
二
〇
一
一
年C

h
ro

n
is et. 

al.

の
論
文
三
四
八
〜
三
四
九
ペ
ー
ジ
、

二
〇
一
一
年F

rerks

の
論
文
三
七
六
〜

特 集
災害と図書館

ブ
ク
エ
・
キ
ス
ト
マ
ー
カ
ー

人
道
的
危
機
に
お
け
る
文
化
と
情
報
の
救
済

― 

大
地
震
後
の
ハ
イ
チ
復
興
支
援 

―
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三
七
七
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
一
年F

rerks 

&
 G

old
ew

ijk

の
著
作
に
引
用
）。

●
図
書
館
と
災
害

　

前
述
の
よ
う
に
、
文
化
的
遺
産
は
、

そ
の
地
域
や
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
で
あ
り
、
意
味
体
系
で
あ
る
。

特
に
、
文
化
と
は
、
地
域
社
会
が
築
い

て
来
た
過
去
の
歴
史
、
共
通
の
記
憶
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
と
い
え
る
。

こ
こ
で
い
う
文
化
的
遺
産
に
は
、
そ
の

地
域
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
現
在
と
過
去
の
事
物
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
ら
を
創
造
、
保
存
、
展
示
す
る
た

め
の
建
造
物
や
施
設
も
含
ま
れ
る

（C
h
ro

n
is et. a

l. 2
0
1
1
, 3

4
9
, 

3
5

2
; F

re
rk

s
 &

 G
o

ld
e
w

ijk 

2
0
1
1

）。

　

一
般
的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
図
書
館
は
、
社
会
と
そ
の
生

き
残
り
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
文
化

的
遺
産
の
一
部
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

危
機
的
状
況
に
お
け
る
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
図
書
館

の
重
要
性
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
子
供
た
ち
が
宿

題
を
し
た
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め
の
場

所
と
し
て
で
あ
り
、
緊
急
事
態
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
場
所
と
し
て
認
識
さ

れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
想
像
を
絶

す
る
規
模
の
災
害
の
最
中
に
、
イ
ン
フ

ラ
と
情
報
力
の
限
界
が
試
さ
れ
る
厳
し

い
状
況
の
も
と
で
、
社
会
の
根
幹
に
関

わ
る
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
へ
の
臨
機
応
変

な
対
応
を
求
め
ら
れ
て
も
、
地
域
行
政

の
持
つ
機
能
だ
け
で
は
限
界
を
超
え
て

し
ま
う
（K

ap
u
cu

 2
0
0
8
, 2

4
3

）。

　

図
書
館
の
司
書
や
関
係
者
は
、
物
理

的
に
も
社
会
的
に
も
地
域
に
根
ざ
し
た

公
共
図
書
館
が
緊
急
支
援
と
情
報
管
理

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
場
所

と
な
り
得
る
こ
と
を
、
そ
の
経
験
か
ら

知
っ
て
い
る
。
一
般
家
庭
、
災
害
対
策

チ
ー
ム
、
公
共
機
関
、
さ
ら
に
人
道
的

活
動
団
体
な
ど
緊
急
時
に
活
躍
す
る
各

関
係
機
関
の
ニ
ー
ズ
の
管
理
と
対
応
を

行
う
地
域
の
調
整
役
と
し
て
、
イ
ン
フ

ラ
と
専
門
知
識
の
双
方
を
備
え
た
図
書

館
関
係
者
は
最
適
な
存
在
と
な
り
得
る

（M
a
n
d
e
l e

t. a
l. 2

0
1

0
, 2

2
; 

T
T

A
S

C
H

A
 
2

0
1

2
; 

K
a
p

u
c
u
 

2
0
0
8
, 2

5
6
; H

agar 2
0
1
0
, 1

0
-

1
1

）。

●
情
報
資
源
の
活
用

　

危
機
的
状
況
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

そ
の
大
半
が
危
機
管
理
や
情
報
伝
達
の

視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
近
年
、
危
機
的
状
況
が
情
報
資
源
に

も
た
ら
す
多
様
な
問
題
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
よ
り
詳
細
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
危
機
に
お
け
る
情
報
学
に
関
す
る

文
献
（
危
機
的
状
況
に
お
け
る
人
々
の

つ
な
が
り
、
組
織
、
情
報
、
お
よ
び
技

術
⑴

）
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

文
献
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
停
止
に
対

す
る
人
的
対
応
策
を
は
じ
め
、
緊
急
時

や
危
機
対
応
時
に
発
生
す
る
社
会
的
課

題
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る

（H
u
gh

es et. al. 2
0
0
9

）。

　

危
機
的
状
況
下
で
は
、
そ
の
各
局
面

で
情
報
の
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
対

応
と
復
旧
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（H

agar 2
0
1
0
, 1

0
, 

1
2

）。
非
常
時
に
は
情
報
に
対
す
る
注

目
度
が
一
気
に
増
大
す
る
た
め
、
情
報

伝
播
の
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
な
っ
て
い
く

か
ら
で
あ
る
。（K

ap
u
cu

 2
0
0
8
, 

2
4
6

）。
情
報
管
理
に
お
け
る
そ
の
他

の
課
題
と
し
て
は
、
情
報
過
多
や
逆
に

情
報
欠
如
、
危
機
の
各
局
面
に
お
け
る

情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
情
報

の
不
確
実
性
、
さ
ら
に
情
報
の
発
信
、

管
理
、
広
報
を
担
う
関
係
者
や
各
機
関

の
調
整
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（H

agar 

2
0
1
0
, 1

0

）。
こ
う
し
た
問
題
に
対

処
す
る
た
め
、
被
災
地
域
の
住
民
に
災

害
直
後
か
ら
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
、
被
災
者
が
友
人
や
家
族
と

連
絡
を
取
り
合
う
た
め
に
必
要
な
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
が
不

可
欠
に
な
っ
て
く
る
（G

arrid
o
 &

 

P
atin

 2
0
1
2

）。

　

さ
ら
に
、
被
災
者
へ
の
情
報
提
供
や

支
援
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
効
果
的
か
つ
柔
軟
な
活
用
が

有
効
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

公
式
情
報
と
一
般
市
民
に
よ
る
情
報
伝

達
チ
ャ
ネ
ル
や
各
種
団
体
を
つ
な
ぐ
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
一
般
へ
の
浸
透
に

よ
り
、
危
機
管
理
の
考
え
方
に
も
劇
的

な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
地
域
社
会

ベ
ー
ス
の
草
の
根
的
な
情
報
チ
ャ
ネ

ル
⑵

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
こ
う
し
た

伝
達
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
個
人
的
な

交
流
を
通
し
て
情
報
や
知
識
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
（H

agar 

2
0
1
0
, 1

2
; P

alen
 2

0
1
0
, 1

, 3

）。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

社
会
的
変
動
に
関
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

（
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
が
、
二
〇
一
〇
年

チ
リ
大
地
震
後
、
二
〇
一
二
年
に
実
施

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
損

傷
状
況
、
災
害
対
策
ス
タ
ッ
フ
の
耐
久

力
、
地
域
社
会
の
人
間
関
係
（
社
会
的

お
よ
び
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に

よ
り
状
況
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
現

地
の
図
書
館
が
、
緊
急
時
の
命
運
を
分

け
る
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
ア
ク
セ

ス
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

た
⑶

。 

被
災
地
の
図
書
館
が
、
友
人
や
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家
族
と
の
連
絡
を
支
援
す
る
の
み
な
ら

ず
、
復
旧
と
再
建
の
た
め
の
行
政
に
よ

る
支
援
の
窓
口
を
探
す
被
災
者
た
ち
の

情
報
源
と
な
り
、
さ
ら
に
公
共
施
設
で

様
々
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
情
報
の
伝
達
格
差
の
解
消
に

も
貢
献
し
た
の
で
あ
る
（T

A
S
C

H
A
 

2
0
1
2

）。

●�

緊
急
時
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お

け
る
図
書
館
の
役
割

　

緊
急
対
策
と
復
旧
の
各
段
階
で
は
、

住
民
の
被
害
の
様
相
も
多
岐
に
わ
た
る

た
め
（L

iu
 et. al. 2

0
0
9

）、
そ
の

地
域
の
事
情
に
詳
し
い
図
書
館
が
、
教

育
、
連
絡
、
情
報
伝
達
の
各
分
野
で
発

生
す
る
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
効

果
的
に
対
応
で
き
る
⑷

。 

チ
リ
や
ハ
イ

チ
の
大
地
震
発
生
後
に
、
救
護
本
部
や

緊
急
対
策
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
図
書
館

の
存
在
は
、
地
域
に
と
っ
て
益
々
重
要

な
資
産
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

（T
A

S
C

H
A

 
2

0
1

2
; 

K
a
p

u
c
u
 

2
0
0
8
, 2

4
7

）。

　

ハ
イ
チ
で
は
地
震
発
生
後
、
群
衆
化

し
た
首
都
圏
の
被
災
者
た
ち
が
、
情
報

（
資
源
）
や
身
を
寄
せ
合
う
安
全
な
場

所
、
家
族
と
過
ご
せ
る
避
難
所
を
求
め

て
図
書
館
を
訪
れ
た
（M

an
d
el et. 

al. 2
0
1
0
, 2

5

）。
し
か
し
教
育
的
、

文
化
的
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
図
書

館
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
利
用
者
に

対
応
す
る
機
能
も
設
備
も
な
か
っ
た
。

　

図
書
館
が
非
常
時
に
機
能
を
果
た
す

た
め
の
指
針
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
参
考
と

な
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
何
も
存

在
し
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
図
書
館
を

緊
急
事
態
対
応
の
た
め
の
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
と
政
府
や

地
方
自
治
体
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
（M

an
d
el et. al. 2

0
1
0
, 2

2
, 

2
4

）。
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他

の
各
情
報
機
関
と
協
調
協
働
体
制
を
確

立
し
、
緊
急
時
に
地
域
を
超
え
た
対
応

力
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
管
理
技

術
、
お
よ
び
地
理
的
情
報
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
と
す
る
情
報
技
術
を
充
実
さ

せ
、人
道
危
機
に
お
け
る
緊
急
対
策
で
、

よ
り
確
か
で
広
範
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
（T

A
S
C

H
A
 

2
0

1
2

; K
a
p
u
c
u
 2

0
0

8
, 2

5
7

; 

M
an

d
el et. al. 2

0
1
0
, 2

3
, 2

6
; 

G
arrid

o
 &

 P
atin

 2
0
1
2
, 1

4

）。

●
ハ
イ
チ
の
復
興
と
再
建
支
援

　

国
境
な
き
図
書
館　
（L

ib
raries 

W
ith

o
u
t B

o
rd

ers, 

以
下
Ｌ
Ｗ
Ｂ
と

す
る
）
は
、
文
化
と
情
報
を
ベ
ー
ス
に

国
際
的
な
地
域
開
発
に
取
り
組
む
非
営

利
の
国
際
組
織
で
あ
り
、
現
在
二
〇
カ

国
以
上
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｗ

Ｂ
は
、
社
会
と
経
済
の
発
展
に
知
識
や

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
重
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
を
認
識
し
、図
書
館
の
建
設
、

司
書
の
研
修
、
書
籍
の
提
供
、
地
域
出

版
社
へ
の
支
援
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
充
、
文
化
的
遺
産
の
保
護
、
情

報
手
段
の
有
無
に
よ
る
社
会
的
格
差
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
七

年
の
創
設
以
来
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
地
元
関
係

者
主
導
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
被
災
地
域
の

ニ
ー
ズ
と
地
域
住
民
自
身
の
参
加
を

ベ
ー
ス
に
Ｌ
Ｗ
Ｂ
が
調
整
役
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
地
住
民
の

自
尊
心
、
責
任
感
、
独
立
心
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
る
。

　

Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
図
書
館
の
存
在
が
、
人

道
支
援
や
被
災
地
の
再
建
と
持
続
的
な

発
展
に
向
け
た
活
動
に
お
け
る
格
差
解

消
の
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は

被
災
地
へ
の
迅
速
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
人
道
的
危
機
に
お
け
る
支
援
目

的
の
介
入
に
関
す
る
長
期
的
な
対
策
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
。

被
災
地
の
救
援
活
動
を
行
う
各
組
織
で

は
、
活
動
方
針
と
実
際
の
活
動
内
容
の

格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
人
道
支

援
を
行
う
団
体
で
は
現
地
の
文
化
に
対

す
る
配
慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

あ
り
、
ま
た
文
化
的
支
援
を
行
う
組
織

で
は
、
被
災
地
に
派
遣
し
た
調
査
チ
ー

ム
が
実
際
に
現
地
で
発
生
す
る
ニ
ー
ズ

に
迅
速
で
具
体
的
な
対
応
策
を
提
供
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
被

災
地
の
文
化
救
済
の
た
め
に
活
動
す
る

様
々
な
団
体
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
格

差
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。（C

h
ro

n
is et. al. 2

0
1
1
, 

3
4

9
; F

re
rk

s
 &

 G
o

ld
e
w

ijk 

2
0
1
1

）。

　

過
去
四
年
間
に
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
ハ
イ
チ

社
会
の
文
化
と
教
育
の
救
済
と
持
続
的

発
展
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
二
〇
一
〇

国境なき図書館の活動。2010年大地震発生後、ハイチ、
ポルトープランスにて（撮影　ピエール・ドゥイケル
Pierre Duykerts　Ⓒ国境なき図書館）
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年
の
ハ
イ
チ
大
地
震
で
は
、
首
都
ポ
ル

ト
ー
プ
ラ
ン
ス
に
あ
る
大
学
図
書
館
の

半
数
以
上
が
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
無
数
の
書
籍
が
破
壊
さ
れ
、
学
校
、

大
学
、
地
域
の
図
書
館
が
閉
鎖
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
ハ
イ
チ
の
再
建
へ
の
取

り
組
み
に
は
知
識
と
情
報
が
重
要
な
鍵

と
な
る
と
考
え
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
と
協
力
団
体

で
首
都
内
外
の
ニ
ー
ズ
を
特
定
す
る
た

め
の
調
査
活
動
を
実
施
し
、
被
災
地
の

逼
迫
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
。ま
た
、

地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
各

地
域
で
被
災
者
が
書
籍
や
知
的
資
源
を

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

さ
ら
に
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
国
連
児
童
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
の
要
請
を
受
け
、

緊
急
事
態
に
お
け
る
迅
速
な
心
理
社
会

的
支
援
の
一
例
と
し
て「
ス
ト
ー
リ
ー
・

ボ
ッ
ク
ス
」
と
名
付
け
た
活
動
を
ポ
ル

ト
ー
プ
ラ
ン
ス
地
区
の
テ
ン
ト
や
避
難

所
に
住
む
国
内
被
災
者
向
け
に
展
開
し

た
。
学
校
に
生
徒
が
戻
り
は
じ
め
る
復

興
の
段
階
で
は
、
通
学
を
は
じ
め
た
生

徒
と
避
難
所
に
残
る
生
徒
の
双
方
を
支

援
す
る
た
め
に
必
要
な
道
具
の
提
供
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
被
災
者
た
ち
の

嘆
き
の
気
持
ち
を
消
化
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
は
、
地
震
で
受
け
た
精

神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
克
服
す
る
た
め
に

日
常
的
な
活
動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
・
ボ
ッ

ク
ス
の
活
動
で
は
「
読
む
楽
し
さ
」
を

発
見
す
る
た
め
の
文
化
的
、
教
育
的
な

活
動
を
通
し
て
読
み
書
き
の
勉
強
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
若
者
た
ち
が
読
書

に
親
し
め
る
よ
う
小
さ
な
移
動
図
書

館
⑸

の
提
供
を
行
っ
た
。

　

ハ
イ
チ
の
教
育
関
連
機
能
（
建
物
、

イ
ン
フ
ラ
設
備
、
組
織
的
お
よ
び
社
会

的
資
産
）
は
破
壊
も
し
く
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
、
教
育
部
門
は
深
刻
な
状

況
に
あ
っ
た
。
国
内
の
教
育
機
能
が
地

域
社
会
の
取
り
組
み
に
よ
り
い
ず
れ
再

建
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ

も
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
現
地
の
教
育
機
能
を
補

強
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
だ
。
ハ
イ
チ
国
家
大
学

（Lʼ U
n
iversité dʼ É

tat dʼ H
aïti

）
で

は
一
二
の
図
書
館
の
う
ち
一
一
カ
所
が

地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

た
が
、
二
〇
一
一
年
の
授
業
再
開
を
目

指
し
、
ハ
イ
チ
の
学
生
、
研
究
者
、
教

授
た
ち
が
技
術
お
よ
び
科
学
関
連
の
情

報
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
の
迅

速
な
対
応
に
よ
り
大
学
初
の
電
子
図
書

館
が
開
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ハ
イ
チ
外

務
省
を
支
援
す
る
た
め
、
ポ
ル
ト
ー
プ

ラ
ン
ス
に
法
律
と
国
際
関
係
の
資
料
を

揃
え
た
図
書
館
を
開
設
す
る
た
め
の
援

助
も
行
っ
た
。
文
化
的
遺
産
で
あ
る
建

造
物
の
破
壊
は
、
被
災
地
の
住
民
に
根

本
的
な
喪
失
感
を
与
え
て
し
ま
う
。
被

災
地
域
が
共
有
す
る
記
憶
に
対
す
る
敬

意
と
保
護
は
、
住
民
に
希
望
と
慰
め
を

も
た
ら
し
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
継
続
性
回
復
の
力
と
な
る

（C
h
ro

n
is et. al. 2

0
1
1
; F

rerks 

&
 G

o
ld

ew
ijk 2

0
1
1
, 3

5
2

）。
こ
う

し
た
理
由
か
ら
、
地
震
か
ら
一
カ
月
後

に
は
、
作
家Jean

 E
u
p
h
ele M

ilce

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
行
政
当
局
の
公

文
書
保
管
担
当
者
や
図
書
館
司
書
た
ち

か
ら
成
る
チ
ー
ム
が
、
ハ
イ
チ
の
二
〇

〇
年
に
わ
た
る
外
交
史
を
物
語
る
文
書

を
廃
墟
か
ら
回
収
す
る
活
動
も
実
施
し

た
⑹

。

　

さ
ら
に
Ｌ
Ｗ
Ｂ
に
よ
る
代
表
的
な
活

動
と
し
て
、
ハ
イ
チ
初
の
移
動
図
書
館

サ
ー
ビ
スB

iblio T
ap

taps

が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ポ
ル
ト
ー

プ
ラ
ン
ス
の
北
部
と
中
心
部
に
あ
る
貧

困
地
域
に
住
む
一
万
五
〇
〇
〇
人
以
上

の
人
々
を
対
象
に
毎
月
実
施
さ
れ
て
い

る
。T

ap
tap

の
名
称
は
、
ハ
イ
チ
の
歴

史
や
風
景
、
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す

る
共
同
タ
ク
シ
ー
（
車
体
に
見
事
な
装

飾
を
施
し
た
バ
ス
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
）
に

ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
。
貧
困
地
域
の

道
路
沿
い
や
収
容
施
設
の
近
く
で
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、B

iblio T
ap

taps

は
単
な
る
移
動
図
書
館
と
し
て
の
機
能

を
超
え
て
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、

本
を
読
み
、
話
し
合
い
、
議
論
を
交
わ

す
場
と
な
り
、
さ
ら
に
地
元
の
各
団
体

が
環
境
教
育
か
ら
コ
レ
ラ
予
防
に
関
す

る
も
の
ま
で
様
々
な
教
育
的
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
会
場
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
小
規
模
図
書
館
や
学
習

セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
い
っ
た
教
育
的
、

文
化
的
な
取
り
組
み
こ
そ
人
道
支
援
に

お
い
て
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
信
念
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
、
人
々
に
生
き
る

力
を
与
え
、
被
災
者
が
精
神
的
ダ
メ
ー

ジ
に
立
ち
向
か
う
力
と
な
る
。
書
籍
や

情
報
資
源
の
提
供
は
、
被
災
者
が
失
っ

た
も
の
を
取
り
戻
し
、
究
極
的
に
は
危

機
に
あ
っ
て
も
知
的
興
味
を
持
ち
つ
づ

け
、
自
尊
心
と
回
復
力
を
生
み
出
す
た

め
の
手
段
と
な
る
。前
述
し
た
よ
う
に
、

電
話
や
地
理
的
情
報
ツ
ー
ル
、
家
族
の

再
会
や
地
域
社
会
の
活
動
の
た
め
の
場

所
の
提
供
を
通
し
て
、
図
書
館
は
、
地

域
住
民
同
士
の
、
さ
ら
に
住
民
と
支
援

者
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
さ
せ
る
場
所
と
な
り
得
る
。
こ

う
し
た
支
援
機
能
の
提
供
に
よ
り
、
各

地
域
の
情
報
や
暮
ら
し
の
中
心
と
な
る

施
設
は
、
緊
急
事
態
後
の
正
常
化
と
継

続
性
の
回
復
の
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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（B
o
u
kje K

istem
aker

／
国
境
な
き
図

書
館
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
調
査
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
サ
ー
）

《
注
》

⑴�H
ager

に
よ
る
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一

〇
年
の
論
文
よ
り

⑵�

例
と
し
て
、
関
係
機
関
同
士
の
共
同
作

業
の
第
一
歩
と
な
る
危
機
管
理
マ
ッ
プ

が
挙
げ
ら
れ
る
（B
arb

ier 2
0
1
2
, 

10
）。「
ウ
シ
ャ
ヒ
デ
イ
の
災
害
紛
争
情

報
地
図
（U

sh
ah

id
i, A

lert M
ap

）」

を
参
照
。

⑶�

詳
細
は
、
二
〇
一
二
年B

arbier

に
よ
る

論

文
、E

n
p
o
w

erin
g th

e P
u
blic 

w
ith

 In
fo

rm
a
tio

n
 in

 a
 C

risis 
(

E
P
I
C)

を
参
照
。

⑷�S
h
kn

ovski

他
（
二
〇
〇
八
年
）
の
研

究
に
よ
る
と
、
救
援
と
再
建
の
段
階
で

情
報
伝
達
技
術
の
継
続
活
用
が
多
く
の

犠
牲
者
の
生
活
に
役
立
ち
、
さ
ら
に
復

興
の
段
階
で
は
複
数
の
事
例
で
地
域
社

会
の
団
結
の
回
復
に
役
立
っ
た

（H
u
gh

es et. al. 2
010

）。

⑸�

移
動
図
書
館
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
ク
レ

オ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
数
百
冊
の
書
籍

を
収
納
し
た
ト
ラ
ン
ク
と
、
動
画
に
よ

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
各
種
資
料
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
・
ボ
ッ

ク
ス
は
ハ
イ
チ
国
内
三
〇
〇
カ
所
の

ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
送
ら
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｆ
と
、
そ
の
協
力
団
体
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
。

⑹�

Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
こ
の
活
動
を
物
資
と
物
流

の
両
面
か
ら
支
援
し
、
一
方
、
緊
急
活

動
チ
ー
ム
は
回
収
し
た
す
べ
て
の
文
書

を
旧
官
庁
に
隣
接
し
た
建
物
に
収
容
し

た
。
回
収
文
書
と
資
料
を
保
管
す
る
た

め
に
必
要
な
建
物
の
修
繕
と
改
修
に
際

し
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
で
は
技
術
的
支
援
、
書
籍

の
提
供
、
書
籍
を
収
納
す
る
棚
や
備
品

を
提
供
し
た
。
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二
〇
一
二
年
一
一
月
二
八
日
、
国

境
な
き
図
書
館
（
Ｌ
Ｗ
Ｂ
）
は
「
読

む
こ
と
の
重
要
性
：
人
道
的
危
機
に

お
け
る
書
籍
と
情
報
資
源
」
と
名
付

け
た
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
は
、
国
際
的

な
開
発
の
枠
組
み
の
中
で
お
ろ
そ
か

に
さ
れ
が
ち
な
問
題
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
と
Ｌ
Ｗ
Ｂ
に

関
す
る
情
報
は
、
Ｌ
Ｗ
Ｂ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w
.urgencyofreading.

o
rg

-w
w

w
.lib

ra
rie

sw
ith

o
u
t 

b
o
rd

ers.o
rg.

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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